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さとう：最後に要望なんですけれども、神戸の水道水のイメージアップのため、広報グッズの１つとしてボトルドウオーターがありま
す。以前にも御提案させていただきましたが、ボトルのラベル・デザインにつきましては、例えば、神戸の若手イラストレーターを登用
するなど、多くの方々に積極的に手に取っていただけるような取組を心がけていただきたいと思います。また、ボトルのラベルにＱＲ
コードをつけるなど、検討いかがでしょうか。例えば、布引周辺や六甲山の美しい景色とリンクすれば、水のイメージアップにもなり
ますし、外国の方々へのアピールにもなるとも考えます。ボトルドウオーター
は広報のためには必要とは聞いておりますが、現在の知名度ではもったいない
とも思っております。広報グッズとして、今まで以上に活用するためにもぜひ
御検討お願いいたします。

今後、500ミリリットルも製造。神戸インフォメーションセンターの他、
北野工房のまちで販売を開始。今後も商業施設などで販路を広げる
活動を行っていくとの事でした。

産科・小児救急を含めた救急機能を持つ急性期病
院として、また、在宅療養後方支援病院としても近
隣の医療機関と連携を図り、地域の中核を成す医療
機関となれるよう計画をすすめています。

兵庫・神戸にある巨大遺跡、五色塚
古墳を舞台にしたSFストーリー。
遠い未来、全てが海に沈んでし
まった世界で、主人公・なつしまが
不思議な石に導かれて世界の秘密
に迫る旅に出ることになる。アニ
メーターのしのさんが原案。

令和3年決算特別委員会第2分科会水道局質疑にて要望させていただきました、ラベルの刷新とQRコードによる水
情報のリンクも実現いたしました。（私がデザインしたわけではないですが）デザインも好評をいただいております。
今後、さらなるQRコードの活用（外国語対応、川や滝の動画）などについて提案しております。

● 24時間365日、最善の医療を受けられる病院として
● 地域住民の方々へ、安心と安全を届けられる病院に
● 子どもや女性の“よりどころ”になれる病院に
● 院内の講堂が、地域コミュニティの場として、広く 
　 利用されるように
● 高齢者や障害者の雇用支援ができるような病院に 

さとう：治水関連事業についてお伺いいたします。高潮のときなどのことに対して、対応策
が練られていますが、南海トラフのときの川の遡上に対しての対策はどの程度考えられて
いるのか。
新見建設局担当部長：兵庫県におきまして、津波については、Ｌ２地震1、000年に一度の非
常に大きな地震、南海トラフの地震の場合の浸水想定図というのが公開されております。そ
のときのシミュレーションの条件として、河川の遡上というものも一応考慮に入れており、
堤防の高さ等が配慮され、神戸の河川の遡上で大きくあふれてしまうというようなケース
はほぼ確認をされておりません。高潮等、あるいは河川の流量につきましても、それに見
合った護岸の高さを整備してきておりますが、その高さである程度カバーがされていると
いう中身になっていると認識しております。
さとう：想定外ということがないように、よろしくお願いいたします。

令和3年 決算特別委員会（令和2年度決算）  第2分科会 水道局  2021.9.15

令和3年 建設防災委員会

令和4年 予算特別委員会（2022.3.9） にて
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令和4年 建設防災委員会 2022.2.18

令和3年 福祉環境委員会
殺処分ゼロに向けてさらなる取り組みを！

しあわせの村にドッグランを！
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子宮頸がんワクチンの周知について

神戸市学校園 現場視察現場視察

令和元年 外郭団体に関する特別委員会 2019.12.13

子宮頸がんワクチンについて

令和3年 決算特別委員会
（令和2年度決算）第2分科会 建設局  2021.9.17

令和3年 予算特別委員会
（令和3年度予算）第2分科会 健康局  2021.3.3

布引渓流の水

「ワンダリズム 
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2021.7.2 建設防災委員会 

2022.3.1 本会議
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ルバスの必要性を感じる地域もあ
ります。こちらは意見として述べて
おきます。子供たちの安心・安全な通学路に関しましては議論を重ねていただき、どこが地
元の危険な箇所なのか、しっかりと継続的に把握していただく必要があります。後手、後手
とならぬよう、事故が起こる前に、教育委員会との連携もしっかりととっていただきながら
やっていただくように要望いたします。

さとう:千葉県八街市において、下校中の児童が犠牲となる事故を受け、国から通学路の合同
点検を実施する方針が示されましたが、神戸市における対応はどのように考えているのか。
三島建設局長：本市におきましては、従来より通学路の交通安全対策に取り組んでいる中で、
まず平成24年に亀岡市で発生した交通事故を契機に、警察、教育委員会、危機管理室、建設局
などで構成する神戸市通学路交通安全推進合同会議を設立いたしまして、継続的に通学路の
危険箇所の把握、点検及び対策を実施してきております。その事故を受けまして、文部科学省
のほうから、当該事故の観点から、これまでの通学路安全点検の取組を補完する合同点検を
行う旨の通知が７月９日付で、教育委員会宛てに発出されているところでございます。同日
付で、警察庁及び国土交通省から道路管理者宛てに、合同点検への協力を要請するような通
知も発出されております。継続的に危険箇所の抽出を行っており、警察と協力しながら、必要
な安全対策を検討、実施しているところでございます。今後も引き続きまして、小学校や市民
の御意見を聞きながら、新たな危険箇所の把握に努め、誰もが安全に利用できる道路を目指
して取り組んでいきたいというふうに考えてございます。
さとう：建設局としてガードレールのみならず、何ができるかということも考えてもらえる
とお聞きしておりますので、子供たちを守るためしっかりとした取組をお願いいたします。
また、西区、北区、垂水区等には、通学が遠距離になり、危険リスクが高い地域もあり、スクー

さとう:やっぱりここは皆さんとネットやワークショップなど対話型の話合いを
重ね、神戸市はこういう考え方なんですという説明をしっかりして、納得してい
ただき進めていく。神戸市民ありきの、市民の皆さんがいるから神戸市がありま
すので、その辺りを大事にして進めていただきたい。話合いの場というのはこれ
から持っていっていただけるでしょうか。
三島建設局長：今回のパブリックコメントの素案を出したときに周知の仕方が悪
いとか、そういう御意見もいただいておりますし、説明会も急に言われて何かと
いう御意見もあったように私はパブコメの意見読んで思っております。そういう
形ではやはり丁寧にもう少し話していかなあかんのかなということがございま
すので、パブコメでいただいた意見を受けながらどうやっていくことが一番いい
のかというのは考えさせていただいて対応していきたいと思っております。

さとう:動物管理センターの猫の殺処分の数についてはかなり減少してきている
が、殺処分ゼロに向けてさらなる取組が必要。そのために、動物管理センターにお
いてケージを増やすなど、保護できる収容頭数を増やして譲渡につなげていく取
組が必要と考えるが。
丸尾健康局担当部長：猫の殺処分数につきましては、平成28年の神戸市人と猫との
共生に関する条例が制定された時が406頭、令和２年度は95頭まで減少というこ
とで大幅に減 少しておりまして、特に殺処分の多くを占めていた子猫につきまし

て、347匹から50匹と、７分の１程度まで減ってきてお
り、繁殖制限事業の成果が出てきているものと考えて
おります。一方、大人の猫なんですけれども、現在、市
で引き取るものは、多頭飼育されていて、あまり飼育
環境がよくなく人慣れしてないような猫については、
気性がなかなか荒くて、譲渡になじまないというもの
について、殺処分せざるを得ないというようなものも
あるのは事実でございます。今、しあわせの村に新し
い共生センターを造っておりますが、それと併せ、現
在の動物管理センターにつきましても令和３年中に
改修を行う予定をしており、猫の保管室を整備、収容
頭数が今の24頭から40頭程度増加して64頭を予定。
そうしますと、気性の荒い猫につきましても、今まで
よりもゆっくりと慣らしていって、また、譲渡可能か

さとう:しあわせの村は土地も非常に広くパーキングも多い。ドッグランなどの予
定というのはないのか。
藤井保健福祉局担当部長：委員御指摘のそのドッグランにつきましては、愛犬家の
マナー向上とか、あるいは犬を通じたコミュニティーの形成など、一定の効果があ
るというふうには考えている。その一方、人や犬同士のかみつき事故であったり、
あるいは鳴き声やにおいの対策という課題もある。有識者会議の議論も踏まえな
がら今後検討してまいりたい。
さとう：神戸市内にはドッグランが少ない。しあわせの村を犬の散歩に使っておら
れる方も非常に多くニーズがある。出来れば作っていただきたい。

●子宮頸がん（HPV）ワクチン予防接種の積極的な勧奨の差し控えにより、公費での接種  
　機会を逃した方に対する予防接種（キャッチアップ接種）
キャッチアップ接種対象者：平成９年度～平成１７年度生まれの女子
接種の期間：令和４年４月～令和７年３月までの3年間
対象者に、令和4年6月頃に個別通知を行っていく予定。併せて、定期接種対象者にも個別通知を行っていく予定。
●HPVワクチンの接種を自費で受けた者に対する償還払いについて
キャッチアップ接種対象者のうち、定期接種の対象年齢を過ぎて、子宮頸がん（HPV）ワクチンの予防
接種を自費で受けた方に対する接種費用の償還方法については、現在検討中です。
申請に必要な書類として、
①接種記録が確認できる書類（母子健康手帳や予診票の写し等） 及び
②接種費用の支払いを証明する書類（領収書等）の提示を想定しています。

さとう：子宮頸がんワクチンの接種率は諸外国に比べて非常に低いと聞いている。
市では二十歳の女性を対象に子宮頸がん検診無料クーポンを配布するほか、新た
に定期接種対象者である小学６年生から高校１年生相当の女子児童に対してリー
フレットを送付する予定とのことだが、その際は、ワクチンの効用性、リスクにつ
いての正しい知識を普及していくことが重要であると考える。具体的にどのよう
な方法で周知を行う予定か。
伊地智健康局担当局長：神戸市では11月に、定期接種の期間がもう過ぎようとし
ているまず高校１年生の約6,000人の方に個別通知を送り、それを読んでいただ
き100人前後の方がすぐに受けられた。来年度は小学校６年生から高校１年生が
この定期接種の対象者になりますので、その全ての女子の対象者の方に同じよう
にリーフレットを個別にお送りさせていただいて、啓発、情報の提供を図りたい。

桃山台中学校では、三年生の英語と数学で理解度に応じたグループに分けて教える「習熟度別指
導、少人数授業」を実施しています。全ての子どもに同じ授業を受けさせると、どうしても理解度
に差ができてしまい、子どもたちが授業についていけなくなり、学校が面白くないと感じてしま
うようなこともありますので、習熟度クラスは非常に良い取り組みだと思いました。何より、子
どもたちや保護者のニーズが高く、大きな役割を果たしているようです。
また、区内小学校において、放課後に学校の教室で地域の人が宿題や九九の暗記に付き添う「放
課後学習」が実施されていました。私も見学に伺いましたが、ここでは、一人一人に付き添います
ので、子どもたちも嬉しそうに宿題やドリルに取り組んでおりました。日頃、共働きで忙しいご
家庭などでは、子どもたちへの細かなお声かけが難しいこともあると思います。学校、ご家庭以
外の第三者に褒めてもらうことも大切なことです。そして、こういった取り組みは週に1度では

なく、週に３度ほどは必要なのではないかと感じました。
私もシングルでフルタイム勤務の中、子育てをしていた頃
は、子どもたちの勉強をゆっくり見てやれる時間を取るのは
難しかったことを思い出します。
このように子どもたちに寄り添った支援が、市内全ての学校
で行われると良いですね。

令和4年3月1日の緊急の本会議で、ロシアによるウクライナ侵攻
に抗議する決議を全会一致で採択しました。
武力によるロシアの攻撃は、平和に暮らすウクライナの人々の命
を奪い、人権を踏み躙り、国際社会の秩序を大きく乱すものです。
到底許されるものではありません。
一刻も早い収束を願います。
ウクライナ大使館宛に、心ばかりの寄附をさせていただきました。

の策定プロセス、大学誘致、一部スポーツ施設の廃止、王子動物園の老朽化対策について
質疑いたしました。2021年12月に出された「王子公園再整備基本方針（素）」については、
市民への周知や理解が得られておらず事業計画の策定プロセスの透明化を求めました。
また、大学誘致公募の基準や条件、廃止予定スポーツ施設（テニスコート・プール・サブグ
ランド）の存続への提案、動物園の老朽化対策や園舎の環境整備などについて質疑いたし
ました。
素案の中身については一定の見直しを図る答弁があり、動物園については、老朽化対策、
動物福祉に配慮する観点から再整備のプランを考え、新たな整備案が出されることとな
りました。
今後も更なる議論を重ねて参ります。

● 　 　 　 ● 　 　 　 ● 　 　 　 ● 　 　 　 ●

垂水養護学校と垂水体育館の跡地に

全会一致で
 採択！

～神戸・五色塚古墳アニメMVプロジェクト～

中核的医療施設
ウクライナ侵攻に
抗議する議決を…

建設防災委員会では、動物園についての議論を進めます。

「ワンダリズム きみを呼ぶ声」開院予定！開院予定！

1Topic! 2Topic!

令和7年2月

神戸徳洲会病院整備事業計画書

神戸徳洲会病院整備事業計画書

名称
場所
開院

●診療科目

このような病院に・・・このような病院に・・・

216床（予定）

医療法人沖縄徳洲会 神戸徳洲会病院

3月にウェブで
公開予定！

内科、呼吸器科、消化器科、循環器科、心臓血管外科
小児科（入院・救急機能）、外科、整形外科、
脳神経外科、産婦人科（入院・外来機能） 
リハビリテーション科、泌尿器科、
放射線科、麻酔科

令和7年(2025年)2月1日 ※予定
神戸市垂水区旭が丘2丁目66番

詳しくはこちら▶詳しくはこちら▶

詳しくはこちら▶

視察
しまし

た！

さらなる

我が会派より、「令和4年度予算代表質疑（2022.2.24）」にて王子公園再整備（素案）

どうかについても、時間をかけて丁寧に判
断ができるようになる。
昨年度から、譲渡前に聞いていただく講義
の一部を映像でネットに流すなど市民の
方にも見ていただきやすいような工夫も
し、新センターについては、立地場所が良
く、多くの方に来ていただけるのではない
かと考えている。また、現センターの改修
も活用し、今後もさらに譲渡の促進、殺処
分の削減に努めて参りたい。

こうべ動物共生センター 

その次の年には小学校の６年生の接種期間の初めの年にリーフレットを配って、
知っていただくのも１つの方法と思う。リーフレットにこだわらず予防接種ナビ、
ホームページ、それらでいろいろな面で情報提供を続けていきたい。

厚生労働省



さとう:女性活躍推進のためにさま
ざまな取り組みをされていたと思
いますが、男性の意識改革について
お伺いいたします。女性活躍推進と
いうと、女性のためのセミナーや制
度の充実など、女性の対策ばかりが
注目されておりますが、女性に活躍
してもらうためには、何よりもまず
男性の意識を変えていく必要があ
ると考えております。家庭での家事
や育児において、男性も女性と同じ

ように分担をすべきと考えますが、できていない男性が多いとも伺っておりま
す。国は男性の育休取得率を上げようとしておりますが、育休は取っても、家事や
育児ができない、家事や育児に積極的に参加しない男性もいるという話を多く聞
きます。しかし、それはただの休暇となりますし、そういった意識が根強いと思わ
れます。そうなると、男性の育休に関してもいまだ深い理解が得られないのでは
ないかと考えます。社会等においても、上司などの育休制度への理解がまだまだ
不十分であり、男性も含め、周りのサポートがもっと必要であると考えます。この
ような状況では、なかなか肝心の女性活躍が進んでいかないのではないかと危惧
しております。女性の活躍推進には男性の意識を変える取り組みが不可欠と考え
ますが、現状をどのように考えているのか。また、現在どのような対策を行ってお
られるのか。
岡田市民参画推進局長:女性活躍のための男性の意識改革という御質問でござい
ましたけれども、御指摘のとおり、社会のさまざまな分野で、より一層女性が活躍
をしていくためには、仕事と生活が両立できる環境づくり、これに向けた諸制度
の充実はもちろんのこと、男性の意識改革、これまでの働き方や生き方を見直し
て、家事・育児等への男性の参画を進めていくことに対する理解、これを社会全体
で進めていくこと、また、男性自身の意識の変革、これは大変重要であると考えて
いる。女性の就業率も上昇してきている。また、共働き世帯の家庭も増加をしてい
るが、御指摘のとおり、家庭内での家事・育児等に関して、やはり役割分担の問題、
あるいは長時間労働を背景に、女性の負担が依然として重い。これが女性の活躍
が進まない一因となっているというふうに私ども理解をしている。
また、国の調査では、男性の家事・育児時間を増やすために必要なこととして、１
つに残業が少なくなること、そして上司の理解など職場環境に関するもの、そし
てそれ以外に、配偶者とのコミュニケーションの向上や男性の家事・育児のスキ
ル向上が必要とする回答が多くあった。この男性の家事・育児スキルの不足が男
性の実際の行動に大きな影響を与えているものであるというふうに考えている。
一方、本市においては、企業の経営者あるいは管理職層を対象としたセミナーを
行い、「すくらむKOBE」を発行し、育児休業を取得した企業の男性社員の声を取り

さとう：レッドゾーンの指定というのはいつされるんですか、1年に1回でしたか。
新見建設局担当部長：レッドゾーンにつきましては、兵庫県のほうが各区、北区を
スタートに順次指定をしてまいりまして、実は昨年度末で一旦、神戸市内は全体
レッドゾーンの指定が完了しております。今後につきましては、法に基づいて一定
期間、５年程度をめどに、地形の改変等の見直しを行いながら、指定の再度更新を
していくというような形になっておりまして、現在は市域は一定指定がされた状
態になっております。
さとう：この移転制度、すごく充実されているかと思うんですけれども、何件の利
用があったのかお伺いいたします。
新見建設局担当部長：制度そのものは、委員御指摘のとおりかなり手厚いものには
なっておりますが、実は使用の実績、支援制度を使用された実績というのは、今現
在把握しているので１件です。正直いいまして、あまりまだ進んでおりません。一
方、周知のほうは、先ほど申し上げましたように、レッドゾーンに指定された段階
で、全ての住戸にお知らせをしておりますので、我々が把握している範囲では、周
知のほうはかなり進んでいるかと思います。ただ、じゃあ使われているのがなぜ進
まないのかという辺りが、何かやはり原因があるんだろうということで、モデル地
域を設定して、昨年度からレッドゾーンにお住まいの方の意向調査なんかをして
おります。その結果なんかを見ていきますと、やはり１つのことだけ、土砂災害だ
けということではなくて、いろんなその地域の問題が複合的に絡んでいるという
ことが、ちょっと見えてきておりますので、使用しやすい制度になるように、今、研
究を進めているところでございます。
さとう：モデル地域の設定ということをお
伺いしたいんですけれども、ちょっとまた
常任（委員会）のほうで、また聞いていきた
いと思います。 【時間制限により】

さとう：女性活躍推進がよく言われているが、今後、女性の管理職を増やすという
取組みはあるのか。パッと見て、本当に男性ばかりと思いましたが。
西元神戸市道路公社常務理事：道路公社の場合、プロパーの職員として雇ってはご
ざいませんので、神戸市からの派遣がメーンでございます。ですので、うちとして
は能力を要求するだけで、女性か男性かというのを指定はしてございません。

さとう：人口減少、超高齢社会を迎え、誰もが性別にかかわらずその意欲に応じて、
個性と能力を発揮できる社会を実現する必要があります。女性活躍推進法の成立
やコロナ禍において顕在化した様々な問題など、今後はあらゆる分野で男女共同
参画、女性活躍の視点を持ち、広報啓発に取り組んでいく必要があります。
近年、働く女性の活躍を後押しする法整備は進展しておりますが、なお、実態面で
の男女の格差は残っており、特に我が国では女性の就業率は大きく上昇している
ものの、就業する女性に比して管理職に就く女性の数が欧米諸国などに比べ低い
水準となっております。本市においても、女性の管理職の割合は依然として低いの
が現状であり、議会においても男女雇用機会均等法施行当時、すなわち30年以上
も前から既に女性の管理職登用についての質疑が行われていることから考えて
も、今日までの取組の効果を疑問視せざるを得ません。今まで女性の負担が大き
かったことが大きな要因で、今起こっている少子化問題は今までの政治、行政の生

さとう：例えば、労務職の女性は募集さえしていなかったということもあった。た
とえ応募がなかったとしても、性別が職業選択の障害とならないよう、常に門戸は
広く広げておいていただきたい。女性の活躍を言いますのは、やはり神戸市の大き
な課題として、人口の流出というのがある。その一因として、市民の皆様のお声が
十分に反映できていない結果とも感じております。今まで足りていなかった女性
の登用によって、より市民の皆様に寄り添った施策ができ、より元気でにぎわいの
あるまちへとなるのではないかと考えます。一番の広報は口コミ。神戸市民が他都
市の方々へ神戸の良さや、住み良さなどを１人１人が広報できるような施策が増
えていけばと願っております。
女性職員の登用につきましては、昨年の11月議会でも市長からも力強いお言葉を
頂き、目指すところは同じで、思いも同じと思っております。今西副市長からも、管
理職になることへの女性職員の意欲を醸成するなど、積極的に取組を進めてまい
りたいとの御答弁もいただきましたが、職員の皆さんはじめ、一般企業において
も、働く側からの一番大事なことは、限られた時間で、より効率的に働くことがで
きるシステムと、万一自分が抜けたときにも、周りのフォロー体制が整っていると
いうことが必須だと思います。
そして、このたびは家庭の役割が多くなりがちであることから、女性活躍としまし
たが、もちろん、LGBTQの方々も含め、誰もが引け目なく個性を発揮し、活躍でき
る神戸市となることを願っております。

➡その後、令和３年第２回定例市会にて、市長より、労務職職員の性別要件につ
いて女性活躍の推進や雇用機会の確保の観点から、令和４年度採用選考、すなわち
令和５年４月に採用される職員からということになりますが、性別要件を撤廃を
したいと考えている。との発言あり。

川口まさる議員：条例により、市民等には、路上喫煙しないよう努める努力義務が
あるが、路上喫煙禁止地区以外に罰則は無い。
ＪＲ舞子駅の灰皿をめぐる受動喫煙の問題に環境局として対応すべきだと思うが
どうか。
環境局：舞子駅前のたばこ屋さんがお店の横に灰皿を設置している。民有地につ
き、たばこの吸い殻入れを置くこと自体には、条例上制約は無いが、結果的に路上
喫煙を招いてしまうことが問題である。環境局においても、路上喫煙者に注意指導
を行い、「路上喫煙・ポイ捨て防止」の看板を設置する等対応を行っている。また、路
上喫煙指導員による巡回指導を新たに始めたほか、来年度は、民間の啓発員による
巡回指導も実施をしたい。
川口まさる議員：私は責任ある個人の自由意志が最も重要だと考えており、行政に
よる、市民の行動や習慣に対する干渉は、できるだけ少ない方が良いと考えてい
る。しかし、喫煙の自由は、誰かが間近を通る場合には制限されるべきだ。
大阪市の条例においても、神戸市と同じように市民等に努力義務があるが、罰則は
禁止地区内に限定されている。その大阪市の松井一郎市長は、市内全域を路上喫煙
禁止地区とする方針とのことだ。神戸市においても、条例の喫煙禁止地区の指定を
含めて、対応を検討するよう要望する。

●水道修繕受付センターの認知度向上について
●検診票の活用について→裏面のさらなる活用の提案をしています。
●検診票の電子化について  ●スマートメーターの導入について
●他都市との連携について  ●導入への条件整備について
●再生可能エネルギーの活用について  ●水力による発電について
●再生可能エネルギーの広報について  など

●令和元年 外郭団体に関する特別委員会 2019.7.29

●令和元年 外郭団体に関する特別委員会 2019.9.9

さとう：女性活躍に力を入れているということだが、どのように考えているのか。
例えば、ママフレ（子育てに約立つホームページ）と連携していくとか、そういった
ターゲットを絞ったような発信というのはいかがか。今後展開がありましたらお
伺いしたい。
川田公益財団法人神戸市産業振興財団常務理事：当財団に起業の相談に来られる
女性の割合というのは年々上昇し、平成30年度では女性が47％となっている。実
際に起業される方も４割近いという形で、非常に女性の起業の機運は高まってい
ると感じている。当財団においても女性起業家支援に積極的に取り組んでいると
ころで、今後とも効果的にやっていきたい。また、こども家庭局のママフレであっ
たり、市民参画推進局のホームページなどと連携し、必要な情報を必要な方に届け
るという広報に取り組んでいきたい。
さとう：支援の輪が広がり、女性も起業しやすいという世の中になれば良いと思
う。ものづくりセミナーに至っては、保育施設、託児施設は充実しているのか、今後
どういった方針でそれをやっていくのか伺う。
川田公益財団法人神戸市産業振興財団常務理事：他都市の動向も踏まえ、近隣の託
児サービスとの連携なども研究をし、前向きに検討してまいりたい。

●令和2年 予算特別委員会第1分科会
   （令和2年度予算） 市民参画推進局 2020.3.3

●令和2年 第2回定例市会（11月議会） 2020.12.7

●令和4年 予算特別委員会（第2分科会）
令和4年 予算特別委員会局別審査/環境局

2022.3.7

●令和4年 予算特別委員会（第2分科会） 水道局 2022.3.9

2022.3.3

神戸市からのお知らせ

神戸市水道局・建設局下水道部

24時間
365日

水もれ・排水管のトラブルは
水道修繕受付センターへ

楽しい研究などが満載の
キッズページです
大人も楽しめますよ！

悪質業者にご注意！

ゼロ

水道修繕サギ“0”を目指しましょう！水道修繕サギ“0”を目指しましょう！

0120-976-194

●令和3年 第2回定例市会（9月議会）

神戸市女性職員の活躍推進計画
（令和3年3月）

2021.9.6

社会における女性活躍推進のための質疑をしてきました。

レッドゾーンの支援制度
について質疑。

路上喫煙・ポイ捨て問題に取り組んでいます！ 日本維新の会
川口議員（        ）

詳しくはこちら▶

レッドゾーンの住宅にお住いの方々への
移転・改修支援制度

と、質疑
　いたしました。

詳しくはこちら▶

み出した１つの残念な結果であるとも思っております。女性活躍の大きな弊害と
なっているのは明らかなことです。そこは１人産んでも２人目は難しいというゆ
えんでもあります。だからこそ、市として積極的に取り組み、問題点を抽出し、精査
しながら民間・市民に対してどんな支援を行うべきなのか、効率的かつ効力のある
対策を講じていただきたいと思います。それをするだけでも神戸市は市民に優し
い市となります。それと、人材不足といいますが、潜在的なマンパワーはあります。
社会がそれを受け入れる体制が整っておらず、安易な方向に走り、掘り起こしがで

きてないだけだと思われます。縷々申し上
げましたが、コロナ禍において、もともと
あった女性の負担がさらに重くなったこと
は明白な事実なので、これを機に女性活躍
推進のさらなる推進を実効的に行える取組
みをお願いいたします。

土砂災害
特別警戒
区域

さとう：次に、レッドゾーンの支援制度についてお伺いいたします。
近年、豪雨災害の危険を及ぼす大雨の発生頻度は増加しており、これからますます
その危険性は高まり、日本におきましては過去10年ほどで実に97％以上もの市町
村で水害、土砂災害が発生しております。土砂災害特別警戒区域、いわゆるレッド
ゾーン指定により、既存不適格となる住宅が移転・改修支援制度を設けていること
は承知しておりますが、例えば定期的に聞き取り調査をするなど、支援制度を周知
するためにどのように取り組んでいるのかお伺いいたします。
新見建設局担当部長：レッドゾーン内の移転・改修支援事業についてでございます。
御指摘の移転・改修支援事業につきましては、土砂災害による危険からの住民の生
命の安全を確保するために、土砂災害特別警戒区域内にあります住宅等の所有者
に対して、移転や改修の支援を行うものでございます。この支援制度の周知につき
ましては、やはりレッドゾーンが指定された直後というのが、市民の方の関心が非
常に高い状態になっております。そういうタイミングで周知を行っていくことが、
やはり効果的ではないかというふうに考えておりまして、したがいまして、指定を
受けたタイミングで全ての住宅を対象に、区域内の住宅を対象に、お知らせ等を送
付するなど、個別に郵送して送付するなどの丁寧な対応に努めきたところでござ
います。以上でございます。

KOBE WATER LABO

詳しくはこちら▶

上げるなど、意識改革につながるよう取り組んでいる。また、市内中小企業の女性
リーダーの育成を目的として、女性活躍推進プログラム＠神戸を毎年開催をし、
女性社員の上司に当たる男性にも研修の１カリキュラムに参加をいただき、この
上司の役割、理解というものを深める取り組みを一緒になって取り組んでいる。
さらに、イクボス養成プロジェクトとして、部下のワーク・ライフ・バランスに理
解のある上司をふやすためにワークショップを行ったり、また、男性の家事・育児
への積極的な参加に向け、あすてっぷ KOBEにおいて男性向けセミナーを開催を
する他、保健福祉局においてはプレパパママ食育講座を行っている。いずれにし
ましても、御指摘のように、男性の意識を変えるための取り組み、そして会社など
におけるサポートの必要性を訴える取り組みというのを進め、女性活躍につなが
る、そういう意識を醸成していきたい。
さとう:男性の意識改革を進めていくためには、少数が参加するセミナーを開催す
るだけでは不十分ではないかと考える。家庭でのあり方や会社の対応など、どの
ようにすればいいかわからなく、他人事に捉える男性、親世代と同じようなふる
まいをしてしまう男性が依然多いのではないか。そこで、育休を取得しようとす
る男性全員にも、どのようにすればいいか、どう考えるべきかを学べるような研
修を受けてもらいたい。例えば全ての職場で男性全員が受けなければいけない研
修を実施など、何らかの方策が考えられないか。
黒田市民参画推進局副局長:男性の意識改革に向けた取り組みの御質問ですが、女
性活躍に向けた男性を含む社会全体の意識改革に向け、御指摘のとおり、事業者
等と連携し、研修などさまざまな機会を通じて取り組むことを進める必要。本市
では、市内の経済団体等27団体に御参加をいただきまして神戸市男女共同参画推
進会議を開催し、各団体での取り組み等に対する情報交換や意見交換、啓発事業
等を行っている。昨年度は、この会議と共催で実施、企業経営者や管理者層等を対
象としたワーク・ライフ・バランスに関するセミナーを開催。新たに経済学的な視
点を盛り込み、男性の家事が家計を助け、さらに男性自身の負担軽減につながる、
そういうことをお知らせしたり、日本の男性の家事・育児参加水準は国際的に見
てまだ極めて低いということであるとか、企業では忌引は一般的なのに、子供が
生まれたときに休むことが一般的ではないのはどういうことなのかといった問題
提起などもございまして、男性の経営者の方々からも大変好評であったと聞いて
いる。
また、このセミナーに刺激を受け、今年度、男性育休100％宣言を行い、会社の男
性の育児休業を取得しやすい社内制度を導入した結果、男性の育児休業の実績が
上がったことを報告いただいた、そういう男性の役員の方もおり、男性上司の意
識改革につながったことが実感できるものとなった。また、平成15年度から、男女
がともに働きやすい職場づくりに取り組む市内事業所をこうべ男女いきいき事業
所として101事業所を表彰。表彰事業所の中には、男性管理職の意識改革に取り
組んでいる事業所や、育児休業を取得した男性・女性職員とその上司が参加して
ライフプランを含めたキャリア研修を実施している事業などもある。こうした先
進的な取り組みを情報紙、先ほど局長から申し上げました「すくらむKOBE」等で
発信をいたしまして、市内の他の事業所の取り組みの参考となるように努めてい
る。また、令和元年度から、市内大学と連携し、大学生がゼミで表彰事業所を訪問。
その取り組みを大学生目線で市のホームページなどで発信する事業を行ってい
る。大学のほうからも、大学生が直接企業の方々からさまざまな工夫や取り組み
を聞く機会がこれまでなかったと聞いていて、若年世代の意識改革や理解の促進
につながる機会につながっていると考えている。個別の会社での研修など難しい
面もあるが、今後も引き続き、御紹介したような市内経済団体等と連携し、効果的
な手法での取り組みを検討して、男性を含む社会全体の意識改革につながるよう
努めてまいりたい。
さとう:セミナー、大切なんですけれども、育児の１日のサイクルを、例えば授乳し
ているときは家事をする、お風呂のときはお布団とか片づけ、洗濯をするなど、連
係プレーということが本当に必要になってくると思いますので、そういった詳細
のことを盛り込みながら、やっていただきたい。こういった取組を進めることに
よって、職場の課題が浮き彫りになってくることもある。ぜひ考慮の上、御検討よ
ろしくお願いいたします。
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2021.9.6 令和3年本会議

● 　 　 　 ● 　 　 　 ● 　 　 　 ●
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